
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円

3,800,720 3,800,720

交付金額 3,800,000 3,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   バスへの乗込調査を行い、利便性について意見聴収を実施したところ、購
入した福祉用車輌について、高齢者から乗車ステップ・手すりが好評だっ
た。また運行日誌により利用者数の増加も確認できた。

    特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）により整備した旨を車
体に記載し、ふれあい福祉バス路線の利用者及び沿線住民への周知を
図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

日出生台演習場関連公共用施設（交通施設：ふれあい福祉バス）整備
事業

玖珠町長

大分県玖珠郡玖珠町内

　 玖珠町では、公共交通路線が確保されていない地域の住民のため、ふれ
あい福祉バス２台を運行している。

 　しかし、地域住民・利用者から運行時間、便数拡大の要望が多いことか
ら、車輌１台を購入しバス３台での運行体制をとり、公共交通空白地域の住
民、特に高齢者等交通弱者の移動手段の確保、外出支援の充実を図ること
を目標とする。

ふれあい福祉バス購入

平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０

年度
計

円 円 円 円 円 円

10,656,460 10,656,460

交付金額 10,656,000 10,656,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　事業終了後にアンケートを実施した結果、水温は「ちょうどいい」が最も多
く、施設はほぼ快適に維持されていることが分かった。
  また、プールに通い始めてから、体の調子や気持ちが上向きになっており、
体力向上、健康づくりに役立っていることも分かった。

　さらに、玖珠町HPで「ボイラー更新のお知らせ（平成３１年３月完成）」との
見出しを付けて本事業のＰＲを図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

日出生台演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関
する施設：玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール）整備事業

玖珠町長

玖珠郡玖珠町大字四日市398番地の1

   本施設は、平成５年に建設され、体力向上・健康維持などを目的として多
くの町民に利用されているが、温水暖房機器（ボイラー）について、近年燃焼
時に異常な振動や音が発生するなど老朽化が著しい。

　このことから、温水暖房機器の更新を図り、引き続き快適な運動環境を維
持し、町民の体力向上・健康づくりに寄与することを目的とする。

プール温水ボイラーの取替工事

平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円 円 円 円 円

3,459,175 3,459,175

交付金額 3,459,000 3,459,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　毎月、運行日誌により運転事業者からの報告を受け、バスの不備・故障が
なく安定的な運用により、児童の通学支援ができていることが確認できた。

　本事業が、防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されてい
る旨を車体に記載し、地域住民への周知を図った。

なし

なし

事業費

スクールバス購入

　平成30年度

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（教育文化施設：スクールバス）整備
事業

　玖珠町長

　大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑

　玖珠町は、町立北山田小学校の遠距離通学児童のため、玖珠町スクール
バスを運用し通学支援を実施しているが、現在使用しているバスは購入から
１４年を経過し老朽化に伴う修繕費用が年々増えるばかりでなく、交換部品
の入手も困難となりつつある。

　このため、スクールバス車両の更新による、児童生徒の安全な通学手段の
確保を目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２９
年度

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円

464,400 9,605,520 10,069,920

交付金額 460,000 9,605,000 10,065,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　給食調理員から「床面の塗装、調理区域の区画壁等の施設整備により、使
い勝手が良く衛生的な調理環境が整った。」等の評価が得られ、スムーズな
調理と安心・安全な給食づくりの環境の整備が図られた。

　給食センターの施設整備について、「防衛省　特定防衛施設周辺整備調
整交付金事業」により整備された旨を町広報誌に掲載し、町民・保護者に周
知した。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

日出生台演習場関連公共用施設（教育文化施設：玖珠町学校給食セン
ター）整備事業

玖珠町長

大分県玖珠郡玖珠町大字帆足２１９５番地の２

　現在玖珠町学校給食センターは、建築から２３年以上経過し老朽化が著し
いため、スムーズな調理と安全・安心な給食を提供できる施設にすることを目
標とする。

学校給食施設施設整備

平成２９年度～平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円

7,992,000 7,992,000

交付金額 7,992,000 7,992,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　給食調理員から「冷凍庫やシンク等の備品整備により、使い勝手が良く衛
生的な調理環境が整った。」等の評価が得られ、スムーズな調理と安心・安
全な給食づくりの環境の整備が図られた。

　給食センターの備品について、「防衛省　特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業」により整備された旨を町広報誌に掲載し、町民・保護者に周知し
た。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

日出生台演習場関連公共用施設（教育文化施設：玖珠町学校給食セン
ター・備品）整備事業

玖珠町長

大分県玖珠郡玖珠町大字帆足２１９５番地の２

　現在玖珠町学校給食センターで使用している備品については、近年更新
をしていないことから、老朽化に伴う機能低下・非効率・安全衛生上不適合
等の使用に問題があるため、スムーズな調理と安全・安心な給食を提供でき
る施設にすることを目標とする。

学校給食施設備品（冷凍庫等）の購入

平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円

24,386,000 24,386,000

交付金額 23,922,000 23,922,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設(教育文化施設：くす星翔中学校プール
改修)整備事業

玖珠町長

玖珠町大字帆足505番地

　築４０年以上経過し、プール本体やプールサイドなど全体的に老朽化が著し
いため改修し、生徒が安全で安心して使用できる施設にすることを目標とす
る。

プール改修工事　一式

平成３０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　プール使用後の成果及び評価については、生徒や教師等に聞き取りを行い、施設
改修により、安全性が改善されたほか、授業活用での利便性の向上が図れていること
を確認した。

　プールフェンス外部に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」により改修された
旨を記載した看板を設置し、利用者へ周知を図った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度 28年度 29年度 30年度 計

円 円 円 円 円 円

3,504,600 5,454,000 7,004,240 4,264,920 20,227,760

交付金額 2,950,000 5,454,000 6,996,000 4,264,000 19,664,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　住民に意見聴取したところ「LED防犯灯を設置したことにより、歩道などが明るくな
り、より安心して暮らせるようになった」等の意見が寄せられており、地域の安全確保
に寄与することができた。
　現地において、交換前後の路面の照度を測定しその改善を確認した。

　玖珠町内全戸に配布する町広報や工事看板において「特定防衛施設周辺整備調
整交付金」で実施した旨を記載し、周知を図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　日出生台演習場関連公共用施設
　（環境衛生施設：ＬＥＤ防犯灯）整備事業

　玖珠町長

　玖珠町大字森、大字帆足、大字戸畑、大字山下

　児童・生徒を犯罪被害から守るための未然防止対策、また夜間の高齢者の
交通安全対策としても防犯灯の整備は重要な役割を担っている。

  地区内の主要道路等の防犯灯は、明るさの不足、頻繁に蛍光灯の交換が必
要なことから、より明るく使用期間の長いLED防犯灯に交換し地域住民の安
心・安全を確保することを目標とする。

　ＬＥＤ防犯灯  (平成30年度設置　２１６基)

　平成２７年度～令和２年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 計

円 円 円 円 円

0 34,974,373 34,485,141 28,927,168 98,386,682

交付金額 55,706,000 44,411,000 51,638,000 2,717,000 154,472,000

市町村費等 0 0 0 0 0

運用益 0 18,695 21,953 15,838 56,486

計 55,706,000 44,429,695 51,659,953 2,732,838 154,528,486

0 34,724,000 34,485,000 28,927,000 98,136,000

55,706,000 65,411,695 82,586,648 56,392,486

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費

　町独自テスト、県及び全国学力テストの分析を行い、苦手な箇所の補充学習
等を町全体で実施した結果、学力が向上したことを確認した。また、特別支援
教育支援員の配置校長へヒアリングを実施した結果、いずれの学校も、授業時
間の確保、基礎学力の向上に寄与できた。との意見を得られ、目標の達成に
資することができた。

　本事業が、防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている
旨を広報誌及びホームページに記載し、地域住民への周知を図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：
玖珠町学力向上推進事業基金）

　玖珠町長

　玖珠町町立学校14校

　玖珠町において、児童・生徒の学習習熟度に差が生じないよう、個々に応じ
た指導体制の充実や学習環境の向上を図り、きめ細やかな指導を推進する。

　そのため、玖珠町学力向上推進事業基金を設置し、町独自の確認テストの実
施・分析・対策を担当する学力向上支援員や、小学校における教科担任制の
積極的導入及び中学校での少人数教室等による個別指導を行う専科教員、支
援を必要とする子どもへの対応を担当する特別支援教育支援員を配置するこ
とにより、児童・生徒の学力向上を目指す。

学力向上支援員
専科教員
特別支援教育支援員の配置

　平成27年度～令和7年度

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度
まで

29年度 30年度

円 円 円

39,462,067 15,674,288 11,654,713

交付金額 56,142,000 17,851,000 0

市町村費等 0 0 0

運用益 25,985 6,021 4,032

計 56,167,985 17,857,021 4,032

38,225,866 14,772,000 11,460,000

17,942,119 21,027,140 9,571,172

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（福祉に関する事業：玖珠町健康
ウォーク推進事業基金）

玖珠町長

玖珠町内

　町民一人ひとりに生活習慣病予防、健康管理の推進の重要性を認識さ
せ、「健康意識の啓蒙」及び「運動の動機づけ」のため健康ウォーク推進
事業を実施し、町民の運動習慣の定着化、健康の保持増進を図る。

　講師による講演、看護師による問診など健康づくりに関する定期的なイ
ベントを開催する。

平成２６年度～令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　講習会時等に実施したアンケート及び体組成計の測定結果により、本事
業による町民の健康意識の啓蒙及び運動の動機づけの推進を図ることが
できたと確認した。

　また、町HPやチラシ、ポスターなどに、本事業が特定防衛施設周辺整備
調整交付金で行われている旨を記載し、町民に対して周知を図った。

なし

基金処分額

74,029,038

64,457,866

66,791,068事業費

基
金
造
成
額

付紙様式第２

基金残額

計

円

73,993,000

0

36,038



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び
終期

平成23～
26年度

平成
２７
年度

平成
２８
年度

平成
２９
年度

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 51,717,407 19,947,929 20,908,105 24,106,901 25,215,906 141,896,248

交付金額 143,190,000 18,580,000 15,000,000 0 0 176,770,000

市町村費等 3,269,000 0 0 0 0 3,269,000

運 用 益 28,888 61,216 31,367 29,395 12,179 163,045

計 146,487,888 18,641,216 15,031,367 29,395 12,179 180,202,045

51,717,407 19,947,929 20,908,105 24,106,901 25,215,906 141,896,248

94,770,481 93,463,768 87,587,030 63,509,524 38,305,797  

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

なし

なし

基金残額

　平成30年度の医療費助成件数は 16,787件となっている。助成対象者にアンケート調査を
実施したところ、ほぼ全員が「子育て世帯の負担軽減に役立っている」、「助成を続けた方
が良い」と回答している。また、自由意見欄では、「（医療費助成が）早期受診に繋がって
いる。」や「高校までになるとありがたい。」、「これから先もずっと続けて頂けることを
強く望む。」といった意見もあった。
　以上から、子育て世帯の負担軽減が図られ、子育て支援に寄与することができている。
　周知については、町ＨＰや広報誌への掲載、制度説明資料や町内の全児童生徒に文書を配
布する等、地域住民へ周知を図った。

基
金
造
成
額

基金処分額

玖珠町は子育て支援策として、疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の向上と福祉
の増進を図るため、中学生以下の子どもの医療機関受診時、診療報酬の一部負担金の助成制
度を創設した。
　玖珠町子どもの医療費助成事業基金を設置し、保護者負担への助成金に充て、子育て世帯
の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

中学生以下の子どもが医療機関を受診した際の一部自己負担額を助成する。

玖珠町長 

玖珠町全域

事業費及び交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（医療に関する事業：玖珠町子ども医療費助成事業基金）

平成23年度～平成33年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 計

玖珠町

   玖珠町は、「認定こども園」に係る子育て支援事業として、保育料のうち、国が定
める保育料徴収基準額の一部を助成する制度を創設した。

　このため、玖珠町子ども子育て支援基金事業基金を設置し、保護者への助成金
へ充て、子育て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

未就学児の保育料の一部助成

平成２６年度～令和元年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

日出生台演習場関連特定事業
（福祉に関する事業：玖珠町子ども・子育て支援事業基金）

玖珠町長

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円 円 円
0 43,037,000 38,182,400 38,891,000 38,182,000 158,292,400

交付金額 60,264,000 48,741,000 53,647,000 38,142,000 0 200,794,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 0 13,463 29,294 27,344 15,295 85,396

計 60,264,000 48,754,463 53,676,294 38,169,344 15,295 200,879,396

0 43,037,000 38,182,400 39,891,000 38,182,000 159,292,400

60,264,000 65,981,463 81,475,357 79,753,701 41,586,996

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

なし

未就学児の保育料の一部助成により、子育て世帯の負担軽減が図られ、子育て支
援に寄与することができている。
　平成３０年度の保育料助成対象人数は４，６８１人となっており、利用者アンケート
を実施したところ、認定こども園等の保育料の一部を助成することにより、子育て世
代の負担軽減に役立ち、子育て支援に寄与しているとの意見を多数得られ、目標
が達成できていることを確認した。

　防衛省調整交付金による事業であることを、町ＨＰへの掲載や制度説明資料を配
布する等により地域住民へ周知を図った。

なし

基金残額

事業費

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基金処分額

基
金
造
成
額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２６
年度

平成
２7
年度

平成
２8
年度

平成
２9
年度

平成
30
年度

計

円 円 円 円 円 円

－ 6,347,160 9,338,760 9,701,640 11,629,440 37,017,000

交付金額 8,000,000 8,176,000 16,000,000 24,000,000 0 56,176,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 0 1,922 2,356 5,535 5,906 15,719

計 8,000,000 8,177,922 16,002,356 24,005,535 5,906 56,191,719

0 6,347,160 9,338,760 9,701,640 11,629,440 37,017,000

8,000,000 9,830,762 16,494,358 30,798,253 19,174,719 19,174,719

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　作業実施記録から、道路パトロール及び地域住民からの情報に基づき、路面補
修、道路維持補修及び災害等緊急案件への迅速な処理対応を確認した。
　道路の安全確保に努めた結果大きな事故の報告や苦情もなく、地域住民の生活
道路保全事業の効果を確認した。

　維持管理事業について、町ホームページへの掲載及び作業時看板に防衛省調
整交付金を原資とする基金により運営されている旨を記載し、地域住民への周知
を図った。

なし

なし

平成２６年度～令和６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

事業費

玖珠町が管理する町道の維持管理

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（交通に関する事業：町道維持管理事業基金）

玖珠町長

大分県玖珠郡玖珠町

　玖珠町では、369路線、全長約293kmの町道を維持管理し、損傷箇所の修繕等
への対応に人員・財政上の問題もあり、時間を要する状況である。

　今回、町道維持管理事業基金を設置し、通行支障箇所の発見・早期修繕等の体
制を整え、町道を維持管理することにより、地域住民の安全の確保、日常生活での
利便性の向上に寄与することを目的とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

12,038,384 6,335,477 6,363,331 24,737,192

なし

24,600,000

21,820,052

  平成30年度は図書システム保守や図書業務従事者の雇用、移動図書車の
運行等を通じて、町民に良質な読書を提供する環境を整備することができ
た。
　図書貸出登録者数6,469人、図書貸出冊数 51,251冊、利用者数8,347人
で、円滑な図書室運営ができている。

　ホームページ等により特定防衛施設周辺整備交付金による基金により事業
が運用されていることを町民に周知している。

なし

12,000,000

23,711,981

6,300,000基金処分額

基金残額

0

35,700,000

6,300,000

15,524,236

0

8,071 24,236

11,981 4,408,071 40,124,236

11,981

事業費及び交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事
業：玖珠町わらべの館図書室運営基金事業）

玖珠町長

玖珠町大字森868番地2　玖珠町わらべの館

   図書システムの刷新や図書業務従事者の雇用、移動図書車の運行等を通
じて、町民に良質な読書を提供する環境を整備し、児童健全な育成や大人
の教養の向上を図り、社会教育の振興に資することを目的とする。

   図書管理システムの導入及び保守、図書業務従事者の雇用、移動図書館
車の運行

平成２７年度から令和３年度まで

計平成29年度

4,400,000 40,100,000

0 0

平成28年度

0

平成27年度

0

0

35,700,000

35,700,000

市町村費

運用益

計

交付金額

0事 業 費

基
金
造
成
額

平成30年度

0

0

4,184

4,184


